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Ａ　研究主題 健全でよりよい生活や集団づくりの実践力を高める生徒の育成

～生徒会活動と関連づけた話合い活動を通して～　（3年計画2年次）

B   研究の目的

E　手立て・内容（研究仮説） D　めざす子どもの姿

・生徒会活動と関連づけた話合いテーマを設定する。

・学級における話合い活動を工夫、パターン化する。

F　検証方法

・生徒に対するアンケート調査

・教師に対するアンケート調査

・学力調査

・Q‐Uの結果

・学級生活、学校生活の向上

G　研究計画

・年間計画に基づいた話合い活動の実践

・生徒会活動との連携

・特活部会との連携

・研究のまとめ（中間報告）

　①学校目標、生徒会スローガンを受けた学級目標を決めよう
　⓶生徒会公約「地域に愛される学校になるためにできること」を実行しよう
　③体育祭スローガンを提案しよう
　④文化祭（合唱コンクール）に向けての学級目標を決めよう
　⑤新生徒会発足にあたり、学校生活を見直そう

・生徒がよりよい学校生活、社会
生活を送るための意識が高まり、
主体的、意欲的に実践していく力
を身に付けている。

・生徒会の掲げる目標やその取り
組みと学級としての取り組みのつ
ながりが弱い。

・学級や学校生活の課題を教師の
全体指導に委ねることが多いた
め、生徒の学級生活向上への参画
意識は弱い。

研究構想シート
坂本有美

江津市立青陵中学校

特別活動における学級活動、特に「話合い活動」において、その議題を生徒会活動と関連づけることで、生徒がより主体的に、よりよい
学校生活をおくるための人との関わり方や集団としてのあり方に対する意識が高まり、実践していく力を身に付ける。

C　子どもの実態


